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第３７号議案 

 
 
 

芦屋市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

 
 
 芦屋市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条

例を別紙のように定める。 

 
 

平成２５年３月５日提出 

 
 
 
                        芦屋市長 山 中  健    

 
 
 
 
提案理由 

 
 市長の給料月額等について減額措置を講じるため，この条例を制定しようとするも

の。 
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芦屋市条例第  号 

 
 

芦屋市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正す

る条例 

 
 芦屋市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例（昭和４３年芦屋市

条例第３３号）の一部を次のように改正する。 

 
付則第３項を次のように改める。 
（給料月額等の特例） 

３ 市長の給料月額及び地域手当の額は，別表の規定にかかわらず，平成２５年４月

１日から同月３０日までの間，同表に規定する額から当該額に１００分の１００を

乗じて得た額を減じて得た額とする。ただし，第５条の規定の適用については，こ

の限りでない。 

 
 
   附 則 

 
 この条例は，平成２５年４月１日から施行する。 
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 参 照 

 

 

芦屋市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正要綱 

 
 
１ 改正の趣旨 
  市長の給料月額等について減額措置を講じるため，この条例を制定しようとする

もの。 

 
２ 改正の内容 

市長の給料月額及び地域手当の額を平成２５年４月１日から同月３０日までの

間，別表に規定する額からその額に１００分の１００を乗じて得た額を減じて得た

額とする。ただし，退職手当の算定については，減額前の額を適用する。 

（付則第３項関係） 

 

３ 施行期日 

平成２５年４月１日 


